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〔著 者 紹 介〕
（掲載順）
康　 仁 徳　カン・インドク
聖学院大学総合研究所特命教授，元韓国統一省長官。1968年韓国外国語大学院修了，政治学
博士。韓国中央情報部中共・ソ連分析官，北韓課長，海外情報局長，北韓局長兼南北調節委
員などを歴任。1979年（財）極東問題研究所創立，同所長。1998年金大中政権の統一省長官。
1999年7月から聖学院大学総合研究所客員教授。
〔著書〕 『共産圏総覧』（極東問題研究所，1972），『北韓全書』（極東問題研究所，1974），『共産
主義と統一戦術』（極東問題研究所，1980），『北韓政治論』（極東問題研究所，1976），『言語・
政治・イデオロギー』（乙酉文化社，1992），『北朝鮮問題をどう解くか』（編著，聖学院大学出
版会，2004）他。
강인덕（康 仁徳）
세이가쿠인대학종합연구소 특명교수, 전 통일부정관. 1968년 한국외국어대학원 졸업, 정치학
박사. 한국중앙정보부 중공 소련, 북한과장, 해외정보국장, 북한국장겸 남북조절위원등을 역
임. 1979년（재）극동문제연구소 창립, 동 소장. 1998년 김대중정부의 통일부장관. 1999년7 
월 부터 세이가쿠인대학 종합연구소 객원교수.
〔저서〕 『공산권총람』（극동문제연구소, 1972）, 『북한전서』（극동문제연구소, 1974）, 『공산주
의와 통일전술』（극동문제연구소, 1980）, 『북한정치론』（극동문제연구소, 1976）, 『언어. 정치. 
이데올로기』（을유문화사, 1992）, 『북한문제를 어떻게 풀것인가』（편저, 세이가쿠인대학출판
회, 2004）등.
李　 致 萬　イ・チマン
学術研究教員。歴史神学，Th.D., 長老会神学大学校神学科（Th.B.），長老会神学大学校神学大
学院（M.Div.），日本，同志社大学（Th.M.），同志社大学（Th.D.）
〔著書〕 「근대일본의 기독교 전래환경과 일본적 기독교의 전개（近代日本のキリスト教伝来の
環境と日本的キリスト教の展開）」, 『동아시아 기독교와 전교문헌 연구』도서출판 소망, 2012 
（『東アジアのキリスト教と伝教文献に関する研究』図書出版ソマン）。
〔論文〕 「獨立協會運動と韓國キリスト敎」（KPJT vol. 10，2010.11）,「신간회운동과 기독교계
의 대응̶기독교계 민족운동진영을 중심으로̶（新幹会運動とキリスト教界の対応̶キリス
ト教界の民族運動陣営を中心にして）」,『장신논단（長神論壇）』39, 2010.12.  「三・一運動の胎
動・準備過程におけるキリスト者の役割」, 『장신논총（長神論叢）』4, 2011.12, ほか多数。
이치만（李 致萬）
학술연구교원. 역사신학, Th. D., 장로회신학대학교신학과（Th. B）, 장로회신학대학교신학대
학원（M. Div）, 일본 도시샤대학（Th. M.）, 도시샤대학（Th. D.）.
저서 「근대일본의 기독교 전래환경과 일본적 기독교의 전개」,『동아시아 기독교와 전교문헌
연구』도서출판 소망, 2012.
논문 「독립협회운동과 한국기독교」(KPJT vol.10, 2010.11), 「신간회운동과 기독교계의 대응―
기독교계 민족운동진영을 중심으로」,『장신논단』39, 2010.12, 「3.1운동의 시동 준비과정에서
의 기독교인의 역활」,『장신논총』4, 2011.12.
東野　尚志　ひがしの・ひさし
1961年生まれ。大阪大学人間科学部卒。1989年東京神学大学大学院修士課程修了，横浜指路
教会伝道師・副牧師を経て，1993年～95年オックスフォード大学マンスフィールドコレッジ
に学ぶ。1994年，留学から一時帰国して鎌倉雪ノ下教会担任教師就任，翌年同教会牧師とし
て着任し，1997年～2009年同教会主任牧師を務めた。2009年4月より聖学院教会（旧緑聖教
会）に転任。現在，同教会主任牧師。聖学院大学総合研究所客員教授。ほかに東京神学大学評
議員。日本基督教団教師検定委員など。
〔著書〕 『改革教会における霊性』
東野 尚志　히가시노・히사시
1961년생. 오사카대학 인간과학부졸업. 1989년, 동경신학대학 대학원 석사과정 졸업, 요코하
마 시로교회 전도사・부목사를 거쳐, 1993년～95년 옥스퍼드 대학 맨스필드 칼리지에서 배움. 
1994년, 유학에서 일시귀국하여 가마쿠라 유기노시타교회 부목사취임, 익년 동교회목사로서 
착임하여, 1997년～2009년 동교회 주임목사. 2009년4월 부터 세이가쿠인교회（구 녹성교회）
에 전임. 현재, 동교회 담임목사. 세이가쿠인대학 종합연구소 객원교수. 이 외에 동경신학대학 
평의원. 일본기독교단 교사검정위원 등.
〔저서〕 『개혁교회에서의 영성』
高　 萬 松　こう・まんそん
1953年生まれ。東京神学大学大学院博士前期課程修了。聖学院大学大学院博士後期課程修了，
博士（学術）。現在，聖学院大学総合研究所助教授。
〔著書〕 『포사이스의신정론（フォーサイスの神義論）』（基督教連合新聞社，ソウル，2007年），
古屋安雄編『歴史と神学』（共著，聖学院大学出版会，2006年）。
〔訳書〕 『바른기도와 그 열매（正しい祈りとその実り）』（大韓基督教出版社，ソウル，1999年，
P. T. Forsyth, The Soul of Prayerの韓国語翻訳），『청교도』（基督教連合新聞社，ソウル，2010
年，大木英夫『ピューリタン』の韓国語翻訳）。
〔論文〕 「初期韓国教会とピューリタニズム」（日本ピューリタニズム学会『ピューリタニズム
研究』4，2010年），「1970年代韓国教会の社会参与に関する神学の考察」（『聖学院大学総合研
究所紀要』52，2011年）ほか。
고만송（高 萬松）
1953년생. 동경신학대학대학원박사전기과정졸업. 세이가쿠인대학대학원 박사후기과정졸업, 
박사（학술）. 현재 세이가쿠인대학종합연구소 조교수.
〔저서〕 『포사이스의신정론』（기독교연합신문사, 서울, 2007년）, 후루야야스오편『역사와 신
학』（공저, 세이가쿠인대학출판회, 2006년）.
〔역서〕 『바른기도와 그 열매』（대한기독교출판사, 1999년, P. T. Forsyth, The Soul of Prayer의 
한국어번역）, 『청교도』（기독교연합신문사, 2010년, 오키 히데오『퓨리탄』의 한국어번역）.
〔논문〕 “초기한국교회와 청교도”（일본퓨리타니즘학회『퓨리타니즘연구』4, 2010년）, “1970
년대 한국교회의 사회참여에 관한 신학의 고찰”（『세이가쿠인대학종합연구소기요』52, 2011
년）등.
松 本　 周　まつもと・しゅう
聖学院大学卒業。東京神学大学大学院博士前期課程修了，神学修士。聖学院大学大学院博士後
期課程修了，博士（学術）。現在，聖学院大学総合研究所助教授，日本基督教団教務教師。ほ
かに全国教会青年同盟理事，アジアキリスト教教育基金評議員。
〔論文〕 「ラインホールド・ニーバーにおけるpower概念について」（東京神学大学総合研究所
『紀要』8，2005年），「神学と社会福祉̶̶ ラインホールド・ニーバーの視点から」（『キリス
ト教社会福祉学研究』37，2005年），「日本におけるピューリタニズム倫理の受容」（『ピュー
リタニズム研究』2，2008年），「戦後日本とキリスト教̶̶ ピューリタニズム社会倫理の視点
から」（聖学院キリスト教センター『キリスト教と諸学』25，2010年）「植村正久とP. T. フォー
サイスの祈祷論」（『ピューリタニズム研究』6，2012年）ほか。
松本　周　마츠모토 슈
세이가쿠인대학졸업. 동경신학대학대학원박사전기과정졸업, 신학석사. 세이가쿠인대학대학
원박사후기과정졸업, 박사（학술）. 현재 세이가쿠인대학종합연구소 조교수, 일본기독교단 교
무교사. 이외 전국교회청년동맹이사, 아시아기독교교육기금평의원.
〔논문〕 “라인홀드 니버에서의power개념에 대해서”（『동경신학대학종합연구소기요』8, 2005
년）, “신학과 사회복지―라인홀드 니버의 시점으로부터”（『기독교사회복지학연구』37, 2005
년）, “일본에서의 청교도윤리의 수용”（『퓨리타니즘연구』2, 2008년）, “전후일본과 기독교―
청교도사회윤리의 시점으로부터”（세이가쿠인기독교센터『기독교와 제학』25, 2010년）, “우
에무라마사히사와 P. T. 포사이스의 기도론”（『퓨리타니즘연구』6, 2012년）외.
安　 教 盛　アン・ギョソン
1958年生まれ
ソウル大学校人文学部英語英文学科，同大学院卒（文学士，文学修士/B.A., M.A.）
長老会神学大学校，神学大学院，同大学院卒（牧会学修士，神学修士/M.DIV., TH.M.）
ケンブリッジ大学神学部修士・博士課程修了（哲学修士，哲学博士/M.PHIL., PH.D.）
“Christian Mission and Mongolian Identity: The Religious, Cultural, and Political Context,”
Studies in World Christianity; “From Mission to Church and Beyond: The Metamorphosis of post-
Edinburgh Christianity,” Edinburgh 2010: Mission Then and Now; “The Identity of the Korean 
Church and Its Relationship with the Poor,” Korea Presbyterian Journal of Theology.
ほか
안교성（安 教盛）
1958년 생
서울대학교 인문대학 영어영문학과, 동 대학원 졸（문학사, 문학석사/B.A., M.A.）
장로회신학대학교, 신학대학원, 동 대학원 졸（목회학석사, 신학석사/M.DIV., TH.M.）
캠브리지대학교 신학부 석, 박사과정졸업（철학석사, 철학박사/M.PHIL., PH.D.）
“Christian Mission and Mongolian Identity: The Religious, Cultural, and Political Context,”
Studies in World Christianity; “From Mission to Church and Beyond: The Metamorphosis of post-
Edinburgh Christianity,” Edinburgh 2010: Mission Then and Now; “The Identity of the Korean 
Church and Its Relationship with the Poor,” Korea Presbyterian Journal of Theology.
